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ディーセントワークをアピール

冒頭にあいさつをする齋藤会長

全員で団結してがんばろう

万代でのデモ行進の様子

2016～2017年度連合新潟役員一覧
役　　職 氏　　名 構成組織 備　　考
会　　　長 齋藤　敏明 情 報 労 連 専従
副　会　長 齋藤　悦男 自 治 労

山阪　光男 ＵＡゼンセン
木村　　博 日 教 組
小野塚　豊 Ｊ Ａ Ｍ 新 潟
梅野　孝一 電 機 連 合
米山　哲也 電 力 総 連
関川　　武 Ｊ Ｐ 労 組
小熊　　勇 交 通 労 連
渡辺　章衛 運 輸 労 連
榎本　朋子 自 治 労 （女性枠）
小室千代子 交 通 労 連 （女性枠）

事 務 局 長 牧野　茂夫 Ｊ Ｐ 労 組 専従
副事務局長 筒井　泰樹 ＵＡゼンセン 専従

諸橋幸太郎 電 力 総 連 専従
貝瀬　淳一 自 治 労 専従

執 行 委 員 久志田　実 Ｊ Ａ Ｍ 新 潟 専従（下越地協）
斎藤　敏之 交 通 労 連 専従（新潟地協）
中川　健二 Ｊ Ｐ 労 組 専従（佐渡地協）
渡辺　　治 連 合 新 潟 専従（県央地協）
小林　　守 情 報 労 連 専従（中越地協）
西巻　淳一 Ｊ Ａ Ｍ 新 潟 専従（柏崎地協）
早川　英雄 交 通 労 連 専従（上越地協）
武藤　　明 自 治 労
斎藤　政敏 ＵＡゼンセン
遠藤　　丞 日 教 組
小熊　文雄 自 動 車 総 連
稲垣　　勉 Ｊ Ｒ 総 連
池田　浩昭 情 報 労 連
山際　輝久 基 幹 労 連
石黒　　稔 Ｊ Ｅ Ｃ 連 合
高野　雅彰 全 水 道
永井　一徳 私 鉄 総 連
本保真由美 日 教 組 （女性枠）
細川さつき Ｊ Ａ Ｍ 新 潟 （女性枠）
大野真由美 Ｊ Ｐ 労 組 （女性枠）
菅井麻里絵 Ｊ Ｒ 総 連 （女性枠）
原　里佳子 全 労 金 （女性枠）
池田こずえ Ｊ Ｐ 労 組 （女性委員会枠）
山田　隆之 Ｊ Ａ Ｍ 新 潟 （青年委員会枠）

会 計 監 査 溝口　定義 化 学 総 連
加藤　勝巳 紙 パ 連 合
山賀　敏彦 ヘルスケア労協
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 http://www.jtuc-rengo.jp/niigata/　「齋藤会長＠ブログ」発信中！

11月の主な活動
	 5日	第25回定期大会

	 7日	第27回女性委員会総会
	 	第27回青年委員会総会

	11日	新潟大学
	 	　キャリアセンター講座

	13日	第１回四役会議

	14日	土曜相談会

	19日	第1回執行委員会

第297号� 2015.11.15

Ａ ：�パートや派遣労働者の場合も、勤務日数に応じて年休をとれます。
　年休は、（１）継続勤務（雇い入れの日から６ヵ月間、以降１年間）と（２）出勤（全労働日の
８割以上の出勤）の２つの要件を満たせば、最低10日が付与される。パート労働者にも、所定労働
時間・日数に応じて比例付与される。（労基法第39条）
継続勤務要件　継続勤務とは労働契約の存在期間、すなわち在籍期間である。その判断を要する場
合には、勤務の実態に即して行うべきとされており、たとえば定年退職と嘱託再雇用とが日を置
かずになされる場合には、労働関係が継続していることとなり、勤務期間に通算されることとなる。
また、６ヶ月に満たない短期の契約であっても、契約を更新して６ヵ月をこえて継続勤務すると
きは、６ヵ月をこえて継続勤務した１年ごとに新しく有給休暇は付与されることになる。
出勤率要件　算定基礎となる全労働日とは、就業規則等に定められた所定休日を除いた日をいう。
なお、育児・介護休業期間は出勤率の算定上、出勤したのもと取り扱われる。
短期間労働者への比例付与日数
　所定労働時間が30時間未満で、週４日以下の者、または、１年間の所定労働時間が定められて
いる者の比例付与日数

週所定
労働日数

１年間の
所定労働日数

勤続年数

６ヵ月 １年
６ヵ月

２年
６ヵ月

３年
６ヵ月

４年
６ヵ月

５年
６ヵ月

６年
６ヵ月
以上

４日 169日～216日 ７日 ８日 ９日 10日 12日 13日 15日
３日 121日～168日 ５日 ６日 ６日 ８日 ９日 10日 11日
２日 73日～120日 ３日 ４日 ４日 ５日 ６日 ６日 ７日
１日 48日～　72日 １日 ２日 ２日 ２日 ３日 ３日 ３日

Ｑ：１日３時間しか
働いていないが、

年休を取ることは

できるか？

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク

（
働
き
が
い
の
あ
る
人
間
ら
し
い
仕
事
）を
求
め
て

連
合
新
潟
第
二
五
回
定
期
大
会

　

一
〇
月
七
日
、
新
潟
市
中
央

区
弁
天
公
園
で
「
デ
ィ
ー
セ
ン

ト
ワ
ー
ク
世
界
行
動
デ
ー
10
・

７
新
潟
集
会
」
を
開
き
、
約
一

五
〇
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

一
一
月
五
日
、
新
潟
東
映
ホ

テ
ル
に
て
、
連
合
新
潟
第
二
五

回
定
期
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
代
議
員
・
特
別
代

議
員
な
ど
一
九
四
人
が
出
席
し
、

う
ち
女
性
の
出
席
は
三
六
人
で

し
た
。
大
会
議
長
団
に
は
倉
田

千
代
子
さ
ん
（
自
治
労
）、
大

　
「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
」

と
は
国
際
労
働
組
合
総
連
合

（
Ｉ
Ｔ
Ｕ
Ｃ
）が
提
起
す
る「
働

き
が
い
の
あ
る
人
間
ら
し
い
仕

事
」
を
意
味
し
て
お
り
、
不
安

定
雇
用
や
失
業
者
の
増
加
、
格

差
・
貧
困
の
拡
大
に
よ
り
、
働

き
が
い
も
人
間
ら
し
さ
も
な
く

た
だ
機
械
の
よ
う
に
作
業
さ
せ

る
職
場
が
増
え
た
こ
と
を
背
景

に
生
ま
れ
た
言
葉
で
す
。
ま
さ

に
、
今
の
日
本
が
抱
え
る
課
題

そ
の
も
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ

そ
私
た
ち
は
「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト

ワ
ー
ク
」
を
求
め
て
い
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

集
会
で
は
リ
レ
ー
ト
ー
ク
を

行
い
、
女
性
委

員
会
・
本
保
副

委
員
長
が
、
働

く
女
性
の
視
点

か
ら
「
女
性
参

画
を
す
す
め
る

こ
と
は
男
性
の

働
き
方
改
善
に

も
つ
な
が
る
」

と
呼
び
か
け
ま

し
た
。
つ
づ
い

て
、
最
低
賃
金
審
議
委
員
の
連

合
新
潟
・
諸
橋
副
事
務
局
長
は
、

今
年
の
最
低
賃
金
の
改
定
額
の

周
知
と
最
賃
引
上
げ
の
重
要
性

を
訴
え
ま
し
た
。

　

集
会
ア
ピ
ー
ル
も
採
択
さ
れ
、

全
員
で
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク

チ
ラ
シ
を
掲
げ
て
記
念
撮
影
を

行
い
、
そ
の
後
の
デ
モ
行
進
で

は
「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
を

実
現
し
よ
う
！
」
と
力
強
く
訴

え
ま
し
た
。

野
真
由
美
さ
ん
（
Ｊ
Ｐ
労
組
）、

市
村
和
幸
さ
ん（
自
動
車
総
連
）

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
齋
藤
会
長
は
、
二

〇
二
〇
年
に
向
け
た
課
題
を
見

据
え
、
連
合
新
潟
の
運
動
に
関

わ
る
「
組
織
拡
大
」「
男
女
平

等
参
画
」「
安
心
社
会
」「
社
会

運
動
」「
政
治
課
題
」
の
、
五

つ
の
切
り
口
で
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　

来
賓
と
し
て
出
席
を
し
た
連

合
本
部
、
新
潟
県
、
新
潟
労
働

局
、
新
潟
県
労
働
金
庫
、
新
潟

県
総
合
生
協
、
民
主
党
新
潟
県

連
、
社
民
党
新
潟
県
連
合
の
代

表
者
か
ら
ご
あ
い
さ
つ
を
も
ら

い
ま
し
た
。

　

審
議
事
項
で
は
、「
二
〇
一

六
～
二
〇
一
七
年
度
運
動
方

針
」「
二
〇
一
六
年
度
財
政
」「
連

合
新
潟
規
約
・
規
則
等
の
見
直

し
」「
二
〇
一
六
～
二
〇
一
七

年
度
役
員
選
出
」「
退
任
役
員

の
表
彰
」「
顧
問
の
委
嘱
」
に

つ
い
て
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
会
に
て
、皆
川
代
議
員（
自

治
労
）
か
ら
は
新
潟
県
の
最
低

賃
金
、
二
〇
一
五
人
事
院
勧
告
、

来
年
一
〇
月
の
県
知
事
選
の
対

応
の
三
点
に
つ
い
て
、
岩
本
代

議
員
（
運
輸
労
連
）
か
ら
は
ア

オ
シ
運
輸
の
経
過
報
告
と
引
き

続
き
の
支
援
要
請
に
つ
い
て
、

白
井
代
議
員
（
自
治
労
）
か
ら

は
厚
生
連
労
組
に
対
す
る
不
当

労
働
行
為
の
状
況
と
こ
れ
ま
で

の
支
援
に
対
す
る
感
謝
と
引
き

続
き
の
支
援
要
請
に
つ
い
て
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

終
盤
に
は
、
退
任
さ
れ
た
小

谷
野
副
会
長
（
情
報
労
連
）、

河
内
副
会
長
（
Ｊ
Ｐ
労
組
）、

石
津
副
事
務
局
長（
新
教
組
）、

眞
田
執
行
委
員（
基
幹
労
連
）、

佐
藤
執
行
委
員（
Ｊ
Ａ
Ｍ
新
潟
）、

船
山
執
行
委
員（
交
通
労
連
）、

宮
沢
執
行
委
員（
全
自
交
労
連
）、

青
年
委
員
会
総
会
で
退
任
さ
れ

る
佐
藤
委
員
長（
紙
パ
連
合
）、

そ
し
て
新
執
行
部
を
代
表
し
て

齋
藤
会
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
会
長
の
「
団
結
が
ん
ば
ろ

う
」
で
閉
会
し
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
は
、
同
ホ
テ
ル

に
て
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開

か
れ
、
北
窓
新
潟
県
副
知
事
、

浜
田
新
潟
市
副
市
長
、
西
村
・

黒
岩
両
衆
議
院
議
員
、
田
中
・

風
間
両
参
議
院
議
員
な
ら
び
に

連
合
新
潟
推
薦
県
議
会
議
員
、

新
潟
市
議
会
議
員
な
ど
を
は
じ

め
多
く
の
来
賓
を
迎
え
、
お
よ

そ
二
一
〇
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

運
動
へ
の「
参
加
」と
組
織
の「
拡
大
」を
す
す
め
、

地
域
活
動
を
広
げ
よ
う
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連合新潟
執行委員

新潟県労働金庫
お問い合わせフリーダイヤル

0120-191-880

50%

38%

12%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あまり感じない・
感じない

まあ感じる

とても感じる

青年委員会

女性委員会

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日9:00～17:00）
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「
♭
～
神
よ
！
私
は
歌

に
生
き
恋
に
生
き
、
貧
し

い
人
を
み
れ
ば
手
を
差
し

の
べ
て
き
ま
し
た
、
な
ぜ

私
に
罰
を
あ
た
え
る
の
で

す
か
」
警
察
に
捕
え
ら

れ
た
恋
人
の
釈
放
と
引

き
換
え
に
警
視
か
ら
体

を
求
め
ら
れ
た
ト
ス
カ
は

切
々
と
ア
リ
ア
を
歌
う
。

歌
手
と
画
家
の
悲
運
の
物
語
、
始
ま

り
は
じ
ま
り
ー
。
う
～
た
ま
ら
ん
。
ト

リ
ノ
王
立
歌
劇
の
「
ト
ス
カ
」
に
駆
け

つ
け
た
い
の
だ
が
…
…
難
し
い
。
時
は

変
わ
っ
て
一
九
二
〇
年
代
、
旧
ソ
連
で

ト
ロ
ツ
キ
ー
が
共
産
党
内
で
多
数
派

と
対
立
し
左
翼
反
対
派
を
形
成
し
た

頃
、
シ
カ
ゴ
で
は
、
キ
ャ
バ
レ
ー
で
働

く
人
妻
ロ
キ
シ
ー
は
浮
気
相
手
を
射

殺
し
刑
務
所
へ
。
し
か
し
な
ん
と
い
う

不
条
理
か
！
悲
運
を
売
り
に
ロ
キ
シ
ー

は
ス
タ
ー
街
道
ま
っ
し
ぐ
ら
…
…
。
と

い
う
こ
と
で
一
二
月
四
日
か
ら
「
マ
ッ

サ
ン
」
の
エ
リ
ー
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
「
シ
カ
ゴ
」
の
追
加
公
演
が
あ
り
ま

す
で
す
！�

（
Ｚ
）

10月度のホーム・ページ アンケート結果発表
質問：10月のアンケートは「10月７日は『ディーセ
ントワーク世界行動デー』です。
　『ディーセントワーク』とは『働きがいのある人
間らしい仕事』です。さて、みなさんは今の仕事に
『働きがい』を感じますか？」でした。

　「とても感じる、まあ感じる」と回答した人と「あ
まり感じない・感じない」と回答した人が半々とい
う結果でした。『働きがい』を感じられる部分、あ
るいは感じられない原因は何か（賃金？業務内容？
職場の雰囲気？など）を把握し、必要に応じて改善
していくことがディーセントワークに近付くために
必要なのかもしれません。

　交通労連は、交通運輸産業の業種ごとに４つの部会（トラック部会、
軌道バス部会、ハイタク部会、自校一般部会）で構成され、本部、北
海道から九州まで９つの地方ブロック、さらに34の都府県支部の３
層構造で成り立っています。現在、約500の組合が加盟し、組合員
約４万７千人のネットワークを形成しています。
　私たち新潟交通労働組合は、
軌道バス部会の一員で、信越
地方総支部に属しています。
新潟交通部会、観光バス部会、
佐渡部会の３部会制をとって
おり、その総組合員数は約
1,200名を数えます。
　中でも私の所属する観光バ
ス部会は、新潟交通観光バス
（株）の従業員で構成され、組合員数は約300名。名前に「観光バス」
が入っていますが、一般乗合バスや県内高速バスの乗務員もおり、職
場は県北の村上市勝木地区から阿賀町および新潟市南区・西蒲区に至
るまでと広域に及んでいるので非常に大変ですが、組合員ひとり一人
の声を漏らすことなく聞くよう日々頑張っています。
　慢性的な乗務員不足や貸切バス新運賃制度の導入による利用客の減
少、さらには新賃金制度の確立など解決すべき課題は山積しています
が、組合員が働きやすい職場をしっかり整備し、引いてはお客様によ
り気持ちよくバスに乗っていただくために、積極的に活動を展開して
いきたいと思っています。

� 新潟交通労働組合・観光バス部会執行委員　船山昌代

14交通労連・
新潟交通労働組合

土曜相談会 12月は12日に開催

連合新潟推薦候補者　選挙結果
◇五泉市議会議員選挙
� 投開票日�10月25日（定数20）○は当選順位

◇長岡市長選挙� 投開票日11月８日

当選（４）　町田　俊夫� 1,173票　⑫
当選（４）　熊倉　政一� 959票　⑲
落選　　　塚野　　弘� 791票　　

当選（５）　森　　民夫� 63,588票　　
ご支援、ご協力に感謝いたします。ありがとうございました。

産
業
労
働
懇
談
会
を
開
催

青
年
委
員
会
・
女
性
委
員
会

新
体
制
ス
タ
ー
ト

　

一
〇
月
二
二
日
、
新
潟
労
働

局
で
地
域
産
業
労
働
懇
談
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
新
潟
労
働

局
・
梅
澤
局
長
か
ら
は
、「
労

働
者
派
遣
法
改
正
を
は
じ
め
と

す
る
改
正
労
働
法
の
円
滑
な
運

営
の
た
め
の
広
報
活
動
や
最
低

賃
金
の
周
知
、
ま
た
地
方
創
生

の
推
進
に
努
め
て
い
く
」
と
、

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
連

合
新
潟
・
齋
藤
会
長
は
、
改
正

労
働
者
派
遣
法
の
労
働
組
合
と

　

十
一
月
七
日
、
新
潟
市
万
代

シ
ル
バ
ー
ホ
テ
ル
で
青
年
委
員

会
と
女
性
委
員
会
の
両
総
会
が

そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
ま
し
た
。

　

青
年
委
員
会
総
会
で
は
、
は

じ
め
に
佐
藤
委
員
長
が
、
労
働

者
保
護
ル
ー
ル
の
改
悪
を
は
じ

め
と
す
る
私
た
ち
の
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
や
非
正
規
労
働
者

復
興
支
援
の
継
続
と
そ
れ
に
と

も
な
う
予
算
案
が
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
池
田
こ
ず
え
さ

ん
（
Ｊ
Ｐ
労
組
）
が
委
員
長
に

就
任
し
、
活
動
が
は
じ
ま
り
ま

し
た
。
総
会
終
了
後
に
は
、
自

治
労
・
小
柳
優
子
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
「
女
性
参
画
～
私
ら
し

く
生
き
る
権
利
～
」
の
演
題
で

講
演
会
を
開
き
ま
し
た
。

の
取
り
巻
く
状
況
な
ど
の
報
告

が
あ
り
、
私
た
ち
青
年
層
の
役

割
に
つ
い
て
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。

　

議
題
で
は
、
活
動
報
告
・
財

政
報
告
の
承
認
と
、
二
〇
一
六

年
度
の
活
動
方
針
・
予
算
な
ど

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

こ
の
総
会
で
佐
藤
考
実
青
年

委
員
長
（
紙
パ
連
合
）
が
退
任

し
、
新
委
員
長
に
山
田
隆
之
さ

ん
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
新
潟
）、
委
員
に

五
名
が
新
た
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

結
び
で
は
、
山
田
新
委
員
長

の
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
に
よ
っ
て
、

み
ん
な
で
今
後
の
取
り
組
み
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

女
性
委
員
会
総
会
で
は
、
運

動
方
針
で
、
東
日
本
大
震
災
の

し
て
の
対
応
や
最
低
賃
金
の
大

幅
な
引
き
上
げ
の
必
要
性
、
新

潟
県
の
人
口
減
少
問
題
に
つ
い

て
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

議
題
で
は
、
①
個
別
労
働
紛

争
関
係
、
②
労
働
基
準
行
政
の

取
り
組
み
と
課
題
、
③
職
業
安

定
行
政
の
取
り
組
み
と
課
題
、

④
雇
用
均
等
行
政
の
取
り
組
み

と
課
題
に
つ
い
て
、
各
関
係
部

署
よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

新
潟
県
で
安
心
し
て
働
き
暮

ら
せ
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く

た
め
、
こ
れ
か
ら
も
新

潟
労
働
局
と
連
携
を
は

か
り
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

特定（産業別）最低賃金が決定
　新潟県最低賃金が10月３日から731円となったことに続き、特定（産業別）最低賃金の３
業種についても審議がすすめられ決定しました。いずれも12月中に発効予定となっています。
▼新潟県の最低賃金

適用の範囲 最低賃金額〔時間額〕
（対前年比） 効力発生日

新潟県内に働くすべての労働者に適用 731円（＋16円） 2015年10月３日
▼特定（産業別）の最低賃金

適用業種 最低賃金額〔時間額〕
（対前年比） 効力発生日（予定）

電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具、製造業（電球製造業及び電
気計測器製造業を除く）

838円（＋16円） 2015年12月20日

各種商品小売業（衣食住にわたる商品を小売り
する百貨店、総合スーパー等） 789円（＋16円） 2015年12月17日

自動車（新車）、自動車部分品、附属品小売業 843円（＋16円） 2015年12月20日
＊�適用除外業務および年齢など、最低賃金に関するお問い合わせは、連合新潟または、新潟労働局
賃金室、最寄りの各労働基準監督署まで

2016年度青年委員会・女性委員会新役員
役　職 氏　名 構成組織名 氏　名 構成組織名

委 員 長 山田　隆之 JAM新潟 池田こずえ ＪＰ労組

副委員長 佐藤　栄二 自 治 労 本保真由美 日 教 組

吉田　　健 交通労連

事務局長 高橋　健太 電力総連 渡邉　礼子 自 治 労

事務局次長 小林　貴人 日 教 組 齋藤　　望 電機連合

委　 員 村山　隼人 電機連合 桂山　祐子 日 教 組

百瀬　拓見 基幹労連 細川さつき JAM新潟

浅山　哲也 UAゼンセン 熊谷　里枝 電力総連

山上　　翼 ＪＰ労組 高橋奈緒美 情報労連

田辺　誠也 全 労 金

内藤　　裕 紙パ連合

村山ゆう菜 情報労連

信田源太郎 情報労連


